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春
の
北
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
5
月
2
6
日

に
決
定
。
見
直
そ
う
北
川
の
自
然
。

M

か
っ
は
通
信
の
第
6
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
先
日
の
八
国
山
か
っ
は
ハ
イ
ク

の
時
は
梅
が
満
開
で
し
た
が
、
そ
れ
も

は
や
ほ
こ
ろ
び
、
代
わ
り
に
桜
が
固
い

つ
ぼ
み
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
本
番
を
待
ち

望
ん
で
い
る
か
の
よ
う
。
こ
の
通
信
が

出
回
る
頃
は
、
き
っ
と
満
開
の
樹
の
下

で
楽
し
い
宴
を
固
め
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。

冒
頭
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
今
年
も

北
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
実
現
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
行
政
も
万
全

の
態
勢
で
題
む
と
の
こ
と
。
後
日
、
市

報
で
掲
載
さ
れ
ま
す
が
、
湧
水
を
保
全

す
る
企
画
（
P
5
参
照
）
と
い
い
市
の

環
境
行
政
が
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
い
い
春
に
な
り

そ
う
で
す
。
（
薫
風
子
）



春の到来を感じる豊山」ハイク

「
第
4
回
か
っ
ぱ
サ
ロ
ン
」
　
レ
ポ
ー
ト

東
村
山
、
幻
の
か
っ
ぱ
伝
説
に
せ
ま
る

2
月
2
4
日
の
か
っ
ぱ
サ
ロ
ン
で
は
、

歴
史
研
究
家
の
小
峰
孝
男
氏
（
東
村
山

市
史
編
纂
窒
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

か
っ
ぱ
伝
説
に
せ
ま
り
ま
し
た
。

北
秋
津
（
所
沢
市
）
柳
瀬
川
に
「
か

っ
ば
の
詫
び
証
文
」
と
い
う
有
名
な
昔

話
が
あ
り
ま
す
。

持
明
院
近
く
の
柳
瀬
川
に
深
さ
1
0
m

も
あ
る
宴
陀
罷
淵
（
ま
ん
だ
ら
ふ
ち
）

と
い
う
深
み
が
あ
り
、
か
っ
ば
が
住
ん

で
ま
し
た
。
仲
間
の
中
元
に
、
馬
の
肝

臓
を
取
ろ
う
と
し
て
人
に
つ
か
ま
り
、

亜
㍍
亀
の
　
／
汽
缶

お
坊
さ
ん
に
説
教
さ
れ
る
お
話
で
す
。

か
っ
ば
は
、
お
酒
と
モ
ツ
が
好
物
だ

っ
た
の
で
す
。
何
と
も
愉
快
な
妖
怪
で

す
。
お
父
さ
ん
、
あ
な
た
の
頭
に
も
お

皿
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

北
川
の
川
べ
り
で
、
再
び
か
っ
ば
と

飲
み
会
を
し
た
い
と
思
う
私
選
で
す
。

早
春
の
星
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ

狭
山
丘
陵
に
か
っ
は
探
検
隊
登
楊

第
3
回
か
っ
は
探
検
隊
2
6
名
は
、

狭
山
丘
陵
の
自
然
を
観
察
す
る
た
め
3

月
2
3
日
北
山
公
園
民
家
園
に
集
合
し

た
。
歩
く
コ
ー
ス
は
、
八
国
山
－
久
米

水
天
宮
－
荒
幡
富
士
で
あ
る
。

午
前
1
0
時
出
発
。
こ
の
日
は
風
が
強

く
、
グ
ォ
ー
と
空
が
叫
ぶ
八
国
山
の
稜

線
を
歩
い
た
。
時
々
、
小
鳥
が
チ
ュ
ピ

木
の
若
芽
が
も
う
春
と
微
笑
ん
だ
。

八
国
山
を
下
り
て
水
天
宮
に
到
着
し
、

と
な
り
の
鳩
峰
八
幡
神
社
で
小
休
止
。
紅

梅
の
花
の
下
で
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
う
。
柏

崎
の
森
を
通
り
、
豚
汁
が
待
つ
荒
幡
富
士

で
昼
食
と
な
っ
た
。
強
風
で
頭
の
お
皿
が

乾
い
た
か
っ
ば
に
は
、
ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン

が
補
給
さ
れ
て
ヨ
カ
ッ
タ
。
昼
食
後
は
、

狭
山
丘
陵
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
セ

ン
タ
ー
の
方
の
案
内
で
雑
木
林
を
観
察

し
た
。
用
に
水
を
供
給
す
る
大
切
な
木
に

感
謝
し
っ
つ
解
散
。



北
川
か
っ
ば
の
会
第
1
回
総
会
報
告

さ
る
2
月
1
8
日
、
東
村
山
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
北
川
か
っ
ば
の
会
第
1
回
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
と
は
名
ば

か
り
で
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
昨
年
の

活
動
を
振
り
返
り
、
9
6
年
度
の
年
間
の

楽
し
く
ま
じ
め
な
方
針
と
プ
ラ
ン
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
も
3
月
時
点
で
な
ん
と
7
0
名
に

ふ
く
れ
あ
が
り
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
か
っ
は
通
信
、

、
か
っ
ぱ
サ
ロ
ン
、
か
っ
は
探
検
隊
を
3

本
の
柱
に
し
な
か
ら
、
ノ
ン
ビ
リ
、
し

か
し
確
実
に
北
川
の
清
流
復
活
と
北
山

公
園
周
辺
の
緑
の
保
全
を
テ
ー
マ
に
活

動
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
8
月
の
「
か
っ
は
の

夏
祭
り
」
実
現
に
向
け
て
体
制
が
作
れ

た
こ
と
で
す
。
野
外
映
画
会
、
北
川
で

の
カ
ヌ
ー
遊
び
、
ど
じ
ょ
う
つ
か
み
、

バ
ザ
ー
な
ど
企
画
は
も
り
た
く
さ
ん
。

毎
年
の
催
し
に
な
れ
は
と
会
員
た
ち
は

意
気
さ
か
ん
。
第
2
部
の
懇
親
パ
ー
テ

ィ
で
も
そ
の
話
で
も
ち
き
り
で
し
た
。

4
月
の
「
か
っ
ぱ
例
会
」
　
（
茶
菓
子
付
）

日
時
＝
4
月
1
3
日
（
土
）
1
4
時
～
1
6
時

場
所
＝
廻
田
公
民
館

（
拉
9
2
・
2
8
2
2
）

テ
ー
マ
I
＝
4
月
・
5
月
の
か
っ
は
探
検

隊
、
サ
ロ
ン
の
準
備
と
お
し
ゃ
べ
り
。

参
加
は
自
由
で
す
の
で
ド
ゥ
ゾ
。

市
民
懇
談
会
の
設
置
を
！

ふ
た
つ
め
は
、
行
政
と
今

後
と
も
連
動
し
て
清
流
復

活
を
す
す
め
る
た
め
に
、
定

期
的
な
情
報
、
意
見
の
交
換

会
の
設
置
が
強
く
求
め
ら

れ
た
こ
と
で
す
。

行
政
と
市
民
船
信
頼
関

係
を
築
き
、
共
に
東
村
山
の

自
然
を
守
っ
て
い
く
に
は

必
要
不
可
欠
な
課
題
と
言

え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
短
時

間
な
総
会
で
し
た
が
、
密
度

の
濃
い
議
論
が
で
き
た
こ

走
を
追
認
い
た
し
ま
す
。

北
川
か
っ
ば
の
会
が
　
「
毎
日
新
聞
」
　
2

月
2
9
日
朝
刊
で
紹
介
さ
れ
ま
l
し
た
。

用
の
北
に
北
山
公
田
が
あ
る
．
原
山
産
の
ふ
も

と
二
竺
≦
一
丸
－
－
一
ノ
月
に
墜
子
亀
の
叱
連

動
が
簸
る
．
－
九
九
一
雄
、
一
事
の
公
ほ
の
袈
－
コ
／

ク

リ

－

卜

で

田

や

触

る

中

質

接

す

冷

罵

購

う

ト
粛
っ
た
．
二
一
ン
ク
リ
ー
ト
の
公
連
な
．
タ
、
」
．

度
－
蜜
9
ぐ
に
度
綿
貫
鴫
ユ
景
山
．
こ
れ
が
興
電

動
が
、
晴
口
三
月
に
間
は
観
襲
要
事
毎
入
れ
、
映

曹
）
㌢
か
っ
薫
け
こ
ら
圭
も
日
舞
愚

が
鴫
瞭
し
（
、

代
の
は
は
三
つ
．
ミ
二
億
両
耗
「
か
↓
高
畑
擬

の
蛸
－
裳
日
嗣
寝
食
へ
C
っ
‘
す
り
ノ
j
嶋
崎

そ
し
て
フ
．
－
八
十
と
の
ロ
す
る
「
か
っ
は
震
轟

き
．
細
腰
十
月
は
乗
用
を
電
動
か
ム
）
ク
i
l
－
ン

ア
ン
プ
卸
鴫
を
壕
節
k
菓
十
人
か
重
押
し
雪

洞

の

ド

崇

観

相

を

競

れ

　

れ

細

川

高

殿

ソ

つ

つ

等

二
〇
台
票
、
購
う
れ
糠
か
つ
．
、
｛
ヴ
セ
ミ
や
カ
イ
ツ

ブ
リ
を
馬
は
｛
r
U
．
、
」
と
三
着
さ
ん
け
う
れ
し
で

）
に
話
す
．



春
で
す
。
水
も
ぬ
る
み
、
カ
ヌ
ー
・

シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
し
た
。
今
回
か

っ
ば
の
会
で
は
焚
火
を
囲
ん
で
の
キ
ャ

ン
プ
と
カ
ヌ
ー
三
昧
の
企
画
を
た
て
ま

し
た
ー
場
所
は
、
荒
川
・
玉
淀
。
広
い

河
原
で
静
水
な
の
で
初
心
者
の
方
も
大

丈
夫
。
是
非
い
ら
し
て
下
さ
い
。

日
時
＝
4
月
2
0
日
（
土
）
～
2
1
日
（
日
）

険
料
込
。
交
通
費
別
）

定
員
＝
3
0
名
　
多
数
の
場
合
は
紬
選

装
備
＝
テ
ン
ト
、
寝
袋
キ
ャ
ン
プ
道
具

は
ご
持
参
下
さ
い
。

交
通
＝
各
自
の
車
使
用
。
車
の
な
い
方

多
少
の
ア
キ
有
り
ま
す
の
で
ご
一
報
を

問
合
せ
・
申
込
先
＝
渋
谷

血

0

3

・

3

9

2

8

・

6

8

2

5

第
4
回
か
っ
ぱ
探
検
隊

春
の
野
草
観
察
会

菖
蒲
の
季
節
に
は
早
い
け
れ
ど
、
5

月
の
北
山
公
園
や
八
国
山
は
小
さ
な
花

た
ち
で
真
っ
盛
り
。
去
年
見
つ
け
た
ス

ミ
レ
の
花
は
今
年
も
同
じ
所
に
咲
い
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
よ
く
見
か
け
る
あ
の

黄
色
の
花
の
名
前
は
何
ん
だ
ろ
う
。
鴻

上
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
お
話
を
闘
い

た
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
と
り
な
か
ら
、

梅
雨
に
入
ら
な
い
う
ち
に
、
い
つ
も
よ

り
少
し
長
め
の
散
歩
に
出
か
け
ま
せ
ん

か。◎
日
時
＝
5
月
2
5
日
（
土
）
的
時
～
1
2
時

◎
集
合
場
所
＝
北
山
公
園
休
憩
所

◎
講
師
＝
鴻
上
縫
之
助
氏

◎
参
加
費
＝
3
0
0
円

（
会
員
2
0
0
円
）

◎
定
員
＝
3
0
名

◎
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
＝
三
島

拉

0

4

2

3

・

9

1

・

2

3

6

5

お
す
す
め
の
店

舗
国
家
庭
料
理
　
「
明
潤
し

最
近
見
つ
け
た
恩
多
辻
交
差
点
に
あ

る
ミ
ョ
ン
ド
ン
。
絶
品
は
韓
国
風
お
好
み

焼
き
の
「
ヂ
ヂ
ミ
」
。
焼
肉
は
す
べ
て
七

輪
の
炭
火
焼
き
で
チ
ョ
ー
本
格
的
。
骨
付

き
カ
ル
ビ
、
ミ
ノ
、
タ
ン
皆
ん
な
う
ま
く

て
、
値
段
も
大
衆
的
。
1
1
時
～
2
3
時
遙
営

業
。
定
休
日
は
（
月
）
。
血
0
4
2
3
・

9
5
・
8
8
2
1
彊
車
現
有



第
2
回
北
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
5
2
6

昨
年
の
1
0
月
2
9
日
に
実
施
し
た
市

民
・
行
政
一
体
と
な
っ
た
北
川
ク
リ
ー

ン
・
ア
ッ
プ
作
戦
の
成
功
（
老
若
男
女

1
5
0
名
の
参
加
）
　
に
引
き
続
き
、
今

年
も
以
下
の
内
容
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昨
秋
は
専
3
台
分
の
ゴ
ミ
が

収
集
さ
れ
、
市
民
の
川
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
前
年
を

上
回
る
よ
う
に
ひ
と
汗
か
き
た
い
も
の

で
す
。
掃
除
の
あ
と
は
豚
汁
と
ジ
ュ
ー

ス
、
ビ
ー
ル
だ
ぞ
－

日
時
＝
5
月
2
6
日
（
日
）
1
0
時
～
1
2
時

集
合
場
所
＝
北
山
公
園
・
休
憩
所

持
ち
物
＝
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
長
靴
、

タ
オ
ル

下
準
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
広
く
募
集

し
て
い
ま
す
。
問
い
合
せ
は
当
会
ま
で
。

（
諜
羅
窪
S
盤
鴇
山
市
。
）

さ
る
3
月
の
市
議
会
で
、
北
川
の
湧

水
を
保
全
、
復
活
す
る
目
的
で
立
案
さ

れ
た
「
せ
せ
ら
ぎ
の
逼
塞
本
計
画
」
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
廻
田
小
学
校
嚢
の
国
有

地
に
あ
る
湧
水
（
現
在
は
汚
れ
渇
水
化

し
て
い
る
）
を
復
活
し
、
そ
の
水
を
北

川
の
親
水
公
園
ま
で
引
っ
張
り
せ
せ
ら

ぎ
を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
春
の
小
川

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い

と
は
、
担
当
す
る
土
木
課
の
言
。
計
画

を
立
案
し
、
実
際
の
施
行
は
平
成
1
0
年

か
ら
。
地
元
住
民
の
意
見
も
広
く
聞
き

た
い
と
の
こ
と
。
大
い
に
期
待
し
た
い
。

東
京
都
の
　
「
み
ど
り
の
推
進
委

員
」
　
に
か
っ
ば
の
会
よ
り
3
名
が

逃
出
さ
れ
る
。

東
京
都
及
び
地
元
行
政
機
関
と
協
調

し
て
自
然
の
保
護
と
緑
化
の
推
進
に
努

め
る
と
い
う
、
み
ど
り
の
推
進
委
貝
に
当

会
よ
り
、
三
島
・
宮
本
・
渋
谷
の
3
名
が

4
月
1
日
よ
り
2
年
間
の
任
期
で
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

普
段
考
え
、
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
積
極

的
に
提
案
し
て
い
く
積
り
で
す
。



若
き
農
業
実
践
家
集
団

山
川
草
木
舎

皆
こ
の
上
も
な
く
真
面
目
な
人
選

（
北
川
か
っ
ば
の
会
の
会
員
で
も
あ

る
～
）
な
の
だ
け
れ
ど
、
端
か
ら
み
る

と
、
少
し
外
れ
て
い
る
人
間
の
集
ま
り

か
も
じ
れ
ま
せ
ん
。
か
た
く
言
え
ば
「
自

然
と
共
有
す
る
知
恵
を
探
り
つ
つ
実
践

を
は
か
る
集
ま
り
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
目
的
と
す
る
の
は
自
分
を

本
来
の
姿
に
戻
し
て
く
れ
る
自
然
で
真

面
目
に
汗
を
流
し
て
、
そ
こ
で
で
き
た

も
の
を
つ
ま
み
に
う
ま
い
酒
が
飲
み
た

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

「
そ
の
為
に
何
が
で
き
る
の
か
。
」

考
え
て
ば
か
り
い
て
も
始
ま
ら
な
い
の

で
、
千
葉
の
我
孫
子
に
畑
を
借
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
今
の
と
こ
ろ
私
達
の
白
い

キ
ャ
ン
バ
ス
、
実
践
の
規
は
そ
こ
に
あ

り
、
何
や
ら
怪
し
い
試
み
が
進
行
中
で

す
。
土
地
は
1
反
の
広
さ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
は
そ
れ
が
私
達
の
手
い
っ

ぱ
い
の
広
さ
で
す
。

困
っ
た
こ
と
に
夢
は
つ
め
き
れ
ま
せ

ん
が
。
夏
に
は
一
部
形
に
な
っ
て
い
る

予
定
で
す
。
し
か
し
、
素
人
集
団
な
の

で
、
で
き
て
み
る
ま
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。

全
貌
を
知
り
た
い
方
は
、
汗
を
流
し
に

来
て
下
さ
い
。
一
部
送
迎
、
昼
食
つ
き

です。

連
絡
先
＝
0
3
・
3
9
2
8
・
6
8
2
5

川
の
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
広
が
る

前
号
で
は
、
建
設
省
が
柳
瀬
川
流
域

の
川
づ
く
り
市
民
懇
談
会
を
開
催
し

て
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
相
前
後
し
て
、
市
民
レ
ベ
ル

で
も
川
の
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
は
ま
ず
、
今
年
の
「
身
近

な
川
の
一
斉
調
査
」
を
各
市
の
市
民
グ

ル
ー
プ
が
協
力
し
て
や
ろ
う
と
い
う

話
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
東
京
・
多
摩
地
区
の
川
の

水
質
を
市
民
で
調
査
す
る
試
み
で
毎

年
1
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
6
月
9
日
（
日
）
に
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
東
村
山
市
で
は
、
北
川

か
っ
ば
の
会
が
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
簡
単
で
、
誰
で
も
で

き
ま
す
。
参
加
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
当

会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。



バ
ロ
ン
宮
本
の
川
の
辛
口
講

座
（
第
3
回
）

多
自
然
型
川
づ
く
り
は
川
を
救

え
る
か
？
①

河
川
改
修
は
川
の
自
然
環
境
を
一
変

さ
せ
ま
す
。
植
物
が
繁
る
河
岸
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
に
、
瀬
や
淵
は
平
坦
に

さ
れ
、
生
き
物
は
住
処
を
無
く
し
ま

す
。
し
か
し
最
近
、
生
き
物
に
優
し
い

河
川
改
修
と
し
て
「
多
自
然
型
川
づ
く

り
」
や
「
近
自
然
工
法
」
と
呼
ば
れ
る

工
法
が
全
国
で
試
み
ら
れ
て
ま
す
。

土
や
植
物
、
石
等
を
使
っ
て
護
岸
を

し
、
瀬
や
淵
を
保
全
・
復
元
し
て
い
く

よ
う
な
工
法
で
す
。
治
水
と
自
然
を
両

立
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
ド
イ
ツ

や
ス
イ
ス
で
は
一
嬢
的
で
、
5
、
6
年

前
に
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
省
は
、
「
今
後
の
河
川
改
修
は
全

て
多
自
然
型
川
づ
く
り
で
行
う
。
」
と

ま
で
明
言
し
て
ま
す
。
（
つ
づ
く
）

読
者
投
稿

こ
こ
2
ヵ
月
運
動
を
兼
ね
て
毎
日
1

時
間
半
程
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
出

掛
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
果
を
皆
様

に
ご
披
露
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
八
国

山
・
多
摩
湖
・
北
川
・
柳
瀬
川
そ
し
て

空
堀
川
等
身
近
に
行
く
と
こ
ろ
は
、
い

く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

メ
ジ
ロ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
四
十
雀
、
カ

ル
ガ
モ
、
そ
の
他
珍
し
い
の
は
、
ア
才

ゲ
ラ
、
カ
ケ
ス
、
小
綬
鶏
、
カ
ワ
ウ
、

オ
オ
タ
カ
、
カ
モ
類
で
は
コ
ガ
そ
、
オ

ナ
ガ
ガ
そ
、
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
、

ミ
コ
ア
イ
サ
。

毎
日
カ
ワ
セ
ミ
を
は
じ
め
2
0
種
類
程

観
る
事
が
出
来
ま
す
。
今
日
2
1
日
は
ツ

バ
メ
も
い
ま
し
た
。
外
を
歩
く
に
は
最

高
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
も
始

め
ら
れ
て
は
如
何
で
す
か
。

（
諏
訪
町
浜
田
徳
子
・
新
会
員
）

今
月
の
一
冊

『
宮
沢
賢
治
　
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
光
と

影
』
　
（
山
と
渓
谷
社
4
月
下
旬
刊
）

今
年
は
賢
治
生
誕
百
年
。
『
銀
河
鉄
道
の

夜
」
　
『
春
と
修
羅
』
な
ど
、
き
ら
め
く
ば

か
り
の
作
品
を
残
し
た
賢
治
が
、
今
、
あ

ら
た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
本
書
は
彼
の
心
象
風
景
を
モ
ノ
ク
ロ

ー
ム
の
映
像
で
再
現
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

写
真
集
。
C
・
W
ニ
コ
ル
等
も
寄
稿
。

今
月
の
一
曲

e
エ
ン
ヤ
　
「
シ
ェ
パ
ー
ド
・
ム
ー
ン
L

W
M
C
5
「
4
5
0
W
E
A
 
M
U
S
I
C

先
月
も
ニ
ュ
ー
・
ア
ル
バ
ム
を
発
表
し
た

ば
か
り
の
、
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
エ
ン

ヤ
」
。
ケ
ル
ト
民
族
の
末
裔
と
し
て
、
離

村
仁
監
督
映
画
「
ガ
イ
ア
交
響
曲
」
に
も

紹
介
さ
れ
た
彼
女
。
荒
々
し
い
大
地
に
育

ま
れ
た
、
や
さ
し
く
槙
と
し
た
歌
声
が
、

ど
こ
ま
で
も
透
明
な
連
珠
へ
と
い
ざ
な

っ
て
く
れ
る
は
ず
。
（
聖
子
）



狭山丘陵の東麓、トトロの故郷北

山公園一帯の緑の保全と、その前を

流れるかつての水ガ辛の生息地北

川の清流復活という2つの大きな
夢をもってつくられた「北川かっば
の会」も会員数が早くも70名を数
えるにいたりました。

自然が大好きで、趣旨に賛同、活

動に参加できる方（参加、入退会自
由）を広く募集いたします。
ノンビリ、楽しくがモットーの会で

す。どうぞご一報下さい。

会費：年間3，000円。
かわいらしい会員証とかっは通信
（隔月刊）をお送りします。

かっは例会：毎月第2土曜日。
問い合わせ・申し込み先：
〒189東村山高野口町3－11－8

三島方血0428－91－2865

会費振込先：
郵便振替00120－6－104476

（加入書名北川iかっはの会）

春本番。桜満開。かっは衆70名

も4月に二年生になりました。
「ゆっくり（忙しく）、楽しく、

そしてしたたかに」を合言葉に土師l

の清流復活を目指し頑張りましょ

う。

まずは息抜きに4月20日～2

1日。春一番カヌー初乗り焚火キャ
ンプで。

●初心者のための自然観察会
4月27日（土）10時一14時

（将軍塚、八回山周辺）
5月4日　（土）10時～12時

（ふれあいの里センター）
5月25日（土）10時～12時

（鳩峰神社周辺）

主催／埼玉県狭山丘陵いきもの
ふれあいの里センター

連絡／0429－39－9412

●向田敬子ひとり語り
「橋のない川」／原作　佐井すえ

日時／4月24日㈱19：00　開演

5月20日（月）19：00　開演

入場料／2，500円

場所／パルチノン多摩

修辞をンクー←駅）

連絡／あかしや　0428－71－2978

向田　　0425ゼ3－2048

●東京ホタル会誌共同企画

島根県ホタルの里見学ツアー

日時／5月31日～6月2日

内容／島根現地親祭会、地元ホタ
ルの会交流シンポジウム

聞合せ／東久留米ホタルを呼びも
どす会

連絡／0424－72－0882（菅谷）

かっは通信等の原稿入力をしてく

ださるボランティアの方を探して
います。帽ord・一太郎などワープ

ロのできる方、またはやってみた

いと思っている方はご連絡下さ
い。


